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 The aim of this paper is to show the conditions for appearance of the lost landscape in 
three stations of Tokaido where are located in capital area, furthermore the author will 
have useful views on Act on Protection of Cultural Properties, Landscape Act, and Law 
on the Maintenance and Improvement of Historic Landscape in a Community. Their 
Laws do not fit to maintain their lost landscape. The author mean “landscape culture” 
including lore, memories, mindscape, cuisine, and so on. 
 Three stations, “Shinagawa-juku”,”Kawasaki-juku”,and”Hodogaya-juku”, around 
Tokyo and Kanagawa were chosen as case studies.   
 The author analyzes the environmental image of their case studies from three 
components: "identity”, "structure”, and "meaning", proposed by Kevin Lynch. In this 
paper, his three components were treated to “the thought of Kevin Lynch”. 
 Through a view from “the thought of Kevin Lynch”, changing the environmental image. 
In conclusion, appearance of the lost landscape needs three points. 1, To spread 
information , 2. Region-specific structures, 3. To rebuild story based on stations in 
Tokaido. 
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は世界最古の木造建造物である法隆寺金堂の壁画が焼失し、その後 2 年以内に 4 件の国宝建造
物が焼損・焼失してしまった28。 
 四度目の危機は、1960年代以降の高度経済成長によってもたらされた。1964年の東京オリン
                                                   
24 木原啓吉（1982）『歴史的環境―保存と再生―』水曜社，pp.2‐24. 
25 木原啓吉（1982）『歴史的環境―保存と再生―』水曜社，pp.3-8. 




28 日本建築学会（2004）『まちづくり教科書第 2巻 町並み保全型まちづくり』丸善，p13. 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

































                                                   
29 木原啓吉（1982）『歴史的環境―保存と再生―』水曜社，p26. 
30 日本建築学会（2004）『まちづくり教科書第 2巻 町並み保全型まちづくり』丸善，p17. 








































                                                   
34 文化財保護法第 2条 
35 文化財保護法第 3条 
36 文化財保護法第 4条 
37 馬場憲一（2013）「地域主権実現のための自治体文化財政策について―新たな『文化財』概念の構築を
踏まえて―」『現代福祉研究』法政大学現代福祉学部，第 13号，pp.1-22. 
38 景観法第 2条 






































メージ（原題：The Image of the City）』では、ボストン、ジャージャー・シティ、ロサンゼ
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客も多かった。1800年（寛政 12）の記録に基づくと、品川宿には、本陣が 1軒、脇本陣が 2軒、
旅籠が 93軒、茶屋・蕎麦屋などが 1561軒も存在していた60。 
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 本章 1 節、2 節のような経緯を経て、宿場を活かしたまちづくりは少しずつ前進していった。
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で開催することに併せて企画されていた。1989 年に第 1 回の宿場まつりが計画されたのだが、
台風接近のため、中止となった。地元商店街や町会等から寄付金、協賛金をもらっていたのだが、
開催されず、幻のまつりとなった。関係者は「失敗のまま終わる訳にいかない」と考え、翌 1990
年、第 2 回の同まつりを実現させた。狙いは 2 つあった。1 つには地域に賑わいを取り戻すこ
と。2つにはまつり文化を若い世代に継承することであった。 
歴史的な文化資源が変容した事例もある。同まつりの催し物である「おいらん道中」がその 1
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でもあった89。しかし 1962 年を限りに全面的に漁業権を放棄し、翌 63 年から海苔の養殖が幕
を閉じた。現在は魚屋「品川宿 魚仙」だけが福島県の海苔を取り寄せ、独特の方法で佃煮を製
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2023 いきいき大作戦」をまとめた。このなかで 16 の市民アイディアを提案した109。具体的に
は、町並みの整備、拠点施設の設置、名物・名産品の開発である。このあと、区は市民提案事業
としてこれらの施策と取り組んだ。 
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には 3000 人の地域住民が参加し、来場者は 14 万人を記録した。実際のところ、川崎宿の成立
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で行われており、川崎宿においても 2001 年 5 月 1 日―6 日の間、「大川崎宿祭り」が開催され
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 歴史的建築物がまったくなくなった川崎宿における修景の取り組みは、他の 2 つの事例に比
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 「保土ケ谷塾」は、1985 年 10 月 24 日―12 月 4 日まで計 7 回、週に 1 回のペースで開かれ
ていた。参加者は区職員 10名、市職員 8名であった。他にワークショップを企画した職員（当
























































 また、旧道沿いに建っている「ゑびすや 軽部商店」は 1947 年に創業した酒屋だ142。店内の
ショーケースの中や棚には、酒屋の古道具や昔の町並みを写した写真等が展示されている。しか
し、同店舗はまちなみ博物館の設置を渋っていた経緯がある。四〇〇倶楽部がお願いに出向き、
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ることが叶った。第 1 回保土ケ谷宿場まつりは横浜市から 300 万円の助成を受け、運営事業費
は約 1000 万円が集まり146、1990 年 10 月 6－7 日に開催した。JR 保土ケ谷駅周辺の 5 つの商
店街が中心となって行ったものだった。2日で 5万人もの来場者を計上した。 
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日実施） 
156 筆者による、ほどがや人・まち・文化振興会会員への聞き取りに基づく（2015年 11月 26日実施） 
157 筆者による、ほどがや人・まち・文化振興会・近藤博昭への聞き取り調査に基づく（2016年 2月 17
日実施） 
158 筆者による、ほどがや人・まち・文化振興会会員への聞き取りに基づく（2015年 11月 26日実施） 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

































                                                   
159 言葉の由来は諸説ある。 
160 筆者による、ほどがや人・まち・文化振興会・近藤博昭への聞き取り調査に基づく（2016年 2月 17
日実施） 
161 筆者による、ほどがや人・まち・文化振興会・近藤博昭への聞き取り調査に基づく（2016年 2月 17
日実施） 









第 6章 ケヴィン・リンチの思想に基づく分析 



















































































































                                                   










































































































                                                   
166 筆者による、元品川区職員・新美まりへの聞き取り調査（2017年 12月 6日実施） 









































                                                   






















































第 5 章 6 節で取り上げた川崎宿の奈良茶飯のことも思い出したい。本来の奈良茶飯は、もち
米より雑穀を多く用いていたが、試作してみると現代人の趣向に合わなかった。そこで、おこわ
を入れて現代風に加工した。 

























































                                                   
169 菊池達夫・水野信太郎（2006）「日本各地における伝統的建造物群の保存活用の実態」『浅井学園短期
大学部研究紀要』北翔大学，第 44号，pp. 117-132. 
170 筆者による文化庁への電話取材（2017年 12月 25 日実施） 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 










跡に指定された。現在では指定地のうち 72％（2016 年 11 月現在）が市に買収されて公有化さ
れた。国の史跡なので、土地買収や建物復元の費用は文化庁から補助金が出ている。施設の買い























































































部研究紀要』北翔大学，第 44号，pp. 117-132. 
 木原啓吉（1982）『歴史的環境―保存と再生―』水曜社. 
 建設省関東地方建設局監修，ニッセイエブロ株式会社編集（1992）『東海道見聞録』建設省関東地方局. 






































 Appleyard，D（1969）“ Why buildings are known”, Environment and Behavior，Vol.4，pp.389-411. 
 Harrison，D.J and Howard，A.W（1972）“ The role of Meaning in the Urban Image”, Environment 
and Behavior，Vol.1，pp.131-156. 
 Lynch，K（1960）“The Image of the City”，MIT Press.（リンチ・K著，丹下健三・富田玲子訳（1968）
『都市のイメージ』岩波書店.） 
 Lynch，K（1960）“The Image of the City”，MIT Press.（リンチ・K著，丹下健三・富田玲子訳（2007）
『都市のイメージ 新装版』岩波書店.） 

























朝日新聞「漂う『宿場』の風情 保土ケ谷宿場まつり始まる」1991年 10月 6日，朝刊. 
日経流通新聞「宿場まつりで活性策 横浜・保土ケ谷の商店街 区役所もイベント」1991年 7月 1日,朝
刊. 
毎日新聞「今月で休館へ 17日まで最後の企画展 浮世絵公開し 15年、作品は別団体に寄託」2016年
9月 9日（神奈川県版） 




 川崎市 HP「川崎市の世帯数・人口、区別人口動態、区別市外移動人口（平成 29年 12月 1日現在）」 
http://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000093163.html （最終閲覧日 2017年 12月 25日） 
川崎市川崎区 HP「川崎区の歩み」 
http://www.city.kawasaki.jp/kawasaki/page/0000025620.html （最終閲覧日 2017年 12月 25日） 
 品川駅南地域の未来を創る推進協議会 HP「概要」http://shinagawa-mirai.org/outline/ （最終閲覧日
2017年 12月 25日） 
 品川区 HP「品川区の統計」 
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/menu000015000/hpg000014918.htm （最終閲覧美 2017 年 12
月 26日） 
 横浜市 HP「横浜市統計ポータルサイト 保土ケ谷区」 








表 1 東京都・神奈川県内の宿場町 
所在地 宿場名 宿場設置 「宿場町」に関する拠点施設 備考 
品川区 品川 1601年 〇  
川崎市 川崎区 川崎 1623年 ○  
横浜市 神奈川区 神奈川 1601年 ×  
保土ケ谷区 程ヶ谷 1601年 〇  
戸塚区 戸塚 1604年 △（ 2014年閉鎖）  
藤沢市 藤沢 1601年 ○ 門前町 
平塚市 平塚 1651年 ×  
大磯町 大磯 1601年 ×  
小田原市 小田原 1601年 ○ 城下町 
箱根町 箱根 1618年 ○ 国指定文化財 
（筆者作成） 
表 2 指定・登録の基準 
名称  基準 






国宝 重要文化財のうち極めて優秀で、かつ文化史的意義の特に深いもの  













































































図 1 東海道・品川宿を抜ける道 
 
           （2017年 11月 27日筆者撮影） 
図 2 品川宿交流館の外観  
 
                 （2017年 7月 26日筆者撮影） 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




図 3 しながわ宿場まつりで披露されるおいらん道中 
 
                    （2017年 9月 23日筆者撮影） 
図 4 品川宿に移植された街道松 
 























































                （2017年 8月 10日筆者撮影） 
図 7 交流館 2階の床に描かれている道 
 
                 （東海道かわさき宿交流館より提供）  
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 















      （横浜市の配布するパンフレット「横浜旧東海道 みち散歩」pp.21-22.より抜粋） 
 
図 9 保土ケ谷宿に残る旅籠・本金子屋跡      
 









図 10 まちかど博物館・「宿場そば 桑名屋」の 2階の展示風景 
 








図 11 保土ケ谷宿場まつりの様子 
  








図 12 保土ケ谷宿に復元された旧帷子橋跡モニュメント 
 








図 13 保土ケ谷宿に復元された松並木と一里塚 
 
                            （2015 年 11 月 26 日筆者撮影） 
図 14 桑名屋で提供されている蕎麦 
 
                 （2015年 11月 26日筆者撮影） 
